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事業の概況

 コンベヤベルトは国内外で販売を伸ばしました。

国内は鉄鋼メーカー各社の生産回復による需要増

を追い風に、積極的なアプローチで拡販を図りま

した。海外は資源開発の活発なオーストラリア向け

を中心に、スチールコードベルトや耐熱ベルトの

販売量が増加しています。また、当期はコスト

パフォーマンスの良い中国生産品を活用し、収益改善

を図りました。今期、国内は震災の影響で厳しい状況

が続いていますが、復興需要を的確につかみ売り上げ

につなげていく考えです。海外では資源国の高付加

価値顧客にターゲットを絞るほか、難燃ベルト、

省電力ベルトなど差別化できる商品の販売拡大を

めざします。また、原材料高を吸収するため、値上げ

と選別受注による収益改善に力を入れます。

　マリンホースは需要の冷え込みにより、大幅な

売り上げ減となりました。しかし、第4四半期から

商談件数、受注件数とも増加し始めており、今期は

大幅な販売増となる見通しです。

防舷材は円高による価格競争力の低下で安価な

韓国品に押され、売り上げが落ち込みました。今期も

韓国製商品の台頭に苦戦していますが、品質面で

差別化を図り主要ユーザーを死守していく考えです。

 免震ゴム支承は公共投資予算の削減で橋梁工事

の発注量が減少したため、大幅な販売減となりま

した。今期も厳しい状況は変わりませんが、補修市

場に対応したコンパクトタイプのラインナップを

拡充し、補修市場への参入を強化していきます。

　道路ジョイントは新設橋梁向け大型ジョイント

「YSⅡ」が堅調だったことに加え、補修市場向けの

汎用ジョイントが好調で販売を伸ばしました。今期

は新商品の簡易鋼製ジョイントのラインナップを

拡充し、補修市場での販売に力を入れます。

2010年9月、車いす用除圧機能付きエアーセルク

ッション「Medi-Air1（メディエアワン）」を発売し

ました。横浜ゴムのゴム緩衝技術とセンサー技術を

融合して、初めて開発した福祉機器です。同商品は

エアーセル内の空気圧を全自動で調整できるのが

特徴で、車いすの長時間使用を快適にするほか、褥

瘡防止の効果が期待できます。特に、姿勢が崩れ坐

骨結節などがクッションの底につきそうになると、

センサーが検知して空気量を調整し底付きを回避

する、底付き自動回避機能は「Medi-Air1」が世界

初。介護保険の福祉用具貸与商品に認定されている

ほか、障害者自立支援法による費用補助の対象商品

にもなっています。

横浜ゴムが福祉機器を開発
褥瘡防止効果が期待できる車いす用エアーセルクッション「Medi-Air1」

事業の概況

＜当期の概況＞

航空部品、ゴルフ用品などのその他の事業は、売上高が前期比2.0％減の243億円、営業

利益が同6.9倍の15億円でした。ゴルフ用品の販売減が響き減収となったものの、航空

部品事業で官需向けの交換用部品が伸びたほか、コスト改善が進み増益となりました。

Aircraft  Products
＜航空部品＞

B747-8I向け機内階段を上市

 当期の売上高は前期比6.4%増の163億円と

なりました。また、円高の影響を受けましたが、当期

からB747-8I向け機内階段の納入が始まった

ほか、Ｂ737向けの化粧室ユニットの収益改善が

進み、増益となりました。

 今期の売り上げは当期を上回る計画です。

エアラインの業績回復により、Ｂ737向け化粧室

ユニットのOE商品や交換用部品の販売が増えると

見込んでいます。

Golf  Equipment and Other 
Products＜ゴルフ用品・その他＞

ゴルフ用品が販売減に

PRGR(プロギア)ブランドで展開するゴルフ用品

の減収が響き、ゴルフ用品・その他の売上高は前

期比15.5%減の80億円となりまし

た。国内のゴルフ用品市場が縮小す

るなか、旧モデル品の販売が増え、

新商品の販売比率が低下したことが

要因です。下期に打ちやすさと飛びやすさを追求した

新ブランド「iD」シリーズを投入しましたが、落ち込み

を挽回できませんでした。しかし、韓国、中国、東南

アジアで展開している海外販売は拡大しています。

 当期は、新規ビジネスの柱に位置付けるゴルフ

スイング診断システム「サイエンスフィット」の展開

を本格的にスタートしました。コナミスポーツ＆

ライフのスポーツクラブへの導入を進め、これまで

に大阪、横浜、目黒の店舗に設置されました。ゴルフ

レッスン・プログラムの目玉の一つとして、「サイ

エンスフィット」による解析データを基に、PRGR

公認のティーチングプロがスイング診断やクラブ

フィッティングを行います。ブランドの認知度向上

に加え、新規ユーザーの開拓、ゴルフクラブの販売

促進を図っていくのが狙いです。今後、同スポーツ

クラブの主要都市の店舗へ設置を進めるほか、

他のゴルフスクールへも展開していく計画です。

 今期は東日本大震災の影響もあり、国内のゴルフ

用品市場はさらに縮小する見込みです。横浜ゴム

はメイン商品の「iD」シリーズの拡販に引き続き

取り組み、販売減に歯止めをかける考えです。海外

では拡販をめざし、主力市場の韓国で販売エリア

の拡大や同国向け専用商品の種類を増やす計画です。

2010年に本格参入した中国でも専用商品の投入を

検討しており、重点的に拡販に取り組んでいきます。

OTHER PRODUCTS

エアーセルクッションの
Medi-Air1(左)と同商品を
装着した車椅子

打ちやすさと飛距離を両立した新ブランド
「iD」シリーズ。写真はアスリートゴルファー
向けのドライバー「iD435」

その他




